
 ＜畜産統計調査とは＞

 ＜調査結果の秘密の保護＞

【連絡先】

秘

農林水産省

畜 産 統 計 調 査

乳  用  牛  調  査  票

（平成３１年２月１日現在）

主要家畜（乳用牛、肉用牛、豚、採卵鶏及びブロイラー）に関する規模
別・経営タイプ別飼養戸数及び飼養頭（羽）数等を把握し、我が国の畜産
生産の現況を明らかにするとともに、畜産行政推進のための基礎資料を整
備することを目的として実施しています。

　この調査で得られる調査結果は、統計を作成するためだけに使われ、課
税等の資料に用いることは、法律で固く禁じられており、調査結果を他に
漏らしたりすることはありません。

～ 調査や調査票の記入の仕方などに関するお問い合わせは、

下記の「連絡先」までお問い合わせください。 ～

○ 黒の鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

 ○ で囲まれた記入欄は集計項目ですので、必ず記入してください。

ご記入に当たっては記入見本を参考に、数字は枠からはみ出さないように記入

してください。

○ で囲まれた記入欄は補助欄ですので、必ずしも記入の必要はありませ

んが、飼養実態などを調査票に正しく御記入いただくために活用してください。

○ 調査票の記入及び提出は、オンラインでも可能です。

＜＜ 記入に当たっては、以下のことに注意してください ＞＞

統計法に基づく国の
統計調査です。調査
票情報の秘密の保護
に万全を期します。

【職員記入欄】
（この項目は農林水産省の職員が記入
　します。）
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２ 月別経産牛頭数

過去1年間について、各月１日現在の経産牛の飼養頭数を記入してください。

飼料作物の作付実面積状況

過去１年間について、飼料作物の作付実面積を記入してください。
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以下の３の項目については、表紙の階層区分が「１」の場合のみ記入してください。

：：：：：：：：：

１ 状態別飼養頭数

経 産 牛
未 経 産 牛

２月１日現在、飼っている乳用牛の頭数を記入してください。

(2)＋(5)

乳 用 牛 計

：：：

【職員記入欄】（この項目は農林水産省の職員が記入します。）

調 査 年 管理番号 市区町村 整 理 番 号 抽出階層

：：：：：：：

都道府県

：：基本指標番号 ：：：： ：：

法人番号（法人番号を確認いただき、記入してください。）
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経産牛 小計(2)（搾乳牛(3)と乾乳牛(4)の計）
経産牛には、分べん経験のある牛の頭数を記入し

てください(初産牛も含みます。)。

搾乳牛(3)
現在、搾乳中の牛の頭数を記入してください。

乾乳牛(4)
現在、搾乳を行っていない牛の頭数を記入してください。
また、搾乳経験のある牛で、肉用として肥育中の乳廃牛

も乾乳牛に含んでください。

未経産牛(5)
将来搾乳する予定の牛で、まだ分べん経験のない

牛の頭数を記入してください。

記入のポイント

飼料作物の作付実面積(19)
飼料作物を作付けした実面積を記入してください。
飼料作物とは、飼料とするための飼料米、牧草、青刈りとうもろこし、

ソルゴー、青刈り麦類などをいいます。

ha a(19)

◎ 調査に御協力いただき、大変ありがとうございました。
調査事項はここまでですが、お手数でなければ【記事欄】にも御記入願います。

記入のポイント

未経産牛のうち、
２歳(24か月齢)
未満の頭数を記入
してください｡
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【記事欄】
差支えなければ、飼養頭数の増減理由等について御記入願います。




